
(推定)

内側車線外側車線

防水層詳細図 S=1:60

平面図

下り線 上り線

断面図

地覆 車道 車道 中央分離帯 地覆車道車道

2.000% 直線勾配 2.000% 直線勾配

S=1:100

基層:改質グースAs　　　　　 t=30mm

南向き
外側車線

南向き
内側車線

北向き
内側車線

北向き
外側車線

(基層・表層) 表面処理工・
クラック補修工・

目地材注入工

(基層・表層)

舗装修繕一般図 S=1:1000

側面図
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下部工形式

基礎工形式

適用示方書

緊急輸送路の指定

諸元

末広大橋

(自)徳島県徳島市昭和町8丁目

(至)徳島県徳島市南末広町2丁目

主要地方道　徳島環状線

徳島県東部県土整備局〈徳島〉

470.000m(=110m+250m+110m)

3径間

全幅:17.25～18.50m、有効幅員:16.25～17.50mm

地覆0.5m+車道7.25m+車道7.25m+地覆0.5m

3径間連続鋼床版逆悌型箱桁斜張橋

T型橋脚柱角型(RC)2基、T型橋脚柱円型(RC)2基

場所打杭、鋼管井筒基礎

1等橋(TL-20)

1972年(昭和47年)道路橋示方書

1976年(昭和51年5月)

一級河川吉野川水系　新町川

有

上部工形式

幅 員

径 間 数

橋 長

管 轄

路 線 名

所 在 地

橋 梁 名 称

項 目

設 計 荷 重

架 設 年 度

交 差 物 件

補修・点検履歴
(初回点検以降)

【橋梁諸元】

2013年:橋梁定期点検

2008年:橋梁定期点検

2013年:中央分離帯改良

使
用
材
料

SMA50C,SMA50B,SMA50A,SMA41A,SM50B,SM41A.SS41主桁

対傾構・横リブ
ブラケット

SMA50C,SMA50B,SMA50A,SMA41A,SM50C,SM50B,SM41A.SS41

主塔

SMA50C,SMA50B,S30C,SC46,銅合金,ScMn2A,SCW42
※　外気に触れる部分は耐候性鋼材

支承

SMA50C,SMA50B,SMA50A,SMA41A,SM50C,SM50B,SM41A.SS41

端隔板

SMA41A,SS41

パラレルワイヤーストランドφ242mm(7*PWS169,6*PWS127)ケーブル

T.P -4.700

T.P -37.400

T.P -4.700

T.P -37.400

T.P -4.800

平面図

新
町
川

P34P33P32P31

2018年:橋梁定期点検

2023年:南側ケーブル修繕工事

2008年:伸縮装置補修

2014年:照明灯支柱亀裂補修

2020年:伸縮装置補修工事

2024年:北側ケーブル修繕工事

2025年:橋梁定期点検

2025年:伸縮装置補修工事

北向き外側車線

北向き内側車線

南向き内側車線

南向き外側車線

部材 補修工法

補修内容
単位 数量 備考

橋面舗装(車道部) 舗装打換工(基層・表層)、既設防水層撤去 式

橋面舗装(中央分離帯部) アスファルト乳剤系表面処理工・クラック補修工 式 1

1

基層:改質グースAs　　　　　 t=30mm

中央分離帯部目地 目地材注入工 箇所 27 舗装修繕一般図

1:1000 1 / 3

令和８年度

徳島環状線

徳島県徳島整備事務所

図面番号

3
1
.
5
5
0

i=5.0
00% i=5.000%

工 事 名

図 面 名

縮 尺

年 　 度

事業者名

路線名等

工事箇所

施工延長 L=235.0m

Ｒ８徳土　徳島環状線（末広大橋）
徳・昭和　舗装修繕工事（１）

徳島市昭和町（末広大橋）（第１分割）

【実施設計図面】

3200

3750

550

ひびわれ誘発目地材設置

300300

1150

3500

既設防水層(シート系)撤去

550

500 3750 3500 3000～1750 50037503500

18500～17250

表層:改質密粒度As(III型-WF) t=30mm

300
550

300 300
550

300

ひびわれ誘発目地材設置

舗装打換 アスファルト乳剤系 舗装打換

11501150

既設防水層(シート系)撤去 既設防水層(シート系)撤去
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至　昭和町 至　南末広町

至　昭和町 至　南末広町
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0表層:改質密粒度As(III型-WF) t=30mm 

車道部 舗装打換(基層・表層)、ひびわれ誘発目地材設置、既設防水層(シート系)撤去

車道部 舗装打換(基層・表層)、ひびわれ誘発目地材設置、既設防水層(シート系)撤去



車道舗装打換え工

現況舗装構成 打換え舗装構成

鋼床版t=12mm

接着層

表層:改質アスファルトIII型-WF t=40mm

基層:グースアスファルト t=20mm

鋼床版t=12mm

接着層

表層:改質アスファルトIII型-WF t=30mm

基層:改質グースアスファルト t=30mm

/

徳島環状線

図面番号

車道舗装修繕詳細図(その1) S=1:400

P31 P3
2

第
2径

間
支
間
中
央

P3
4

第
2径

間
支
間
中
央 P3

3

舗装打換え工A=1658.9m2

排水桝間隔

床版端部より360mm

※75mm:起点側遊間150mmの1/2

※125mm:起点側遊間250mmの1/2

床版端部より800mm

排水桝間隔

舗装打換え範囲平面図 車道部舗装打換え工
施工フロー

STEP1:交通規制

STEP2:既設舗装切断工

STEP3:既設舗装破砕工(IH式舗装撤去)

STEP4:床版研掃工(素地調整1種)

STEP5:接着剤塗布工

STEP6:基層用成型目地工

STEP7:基層工(改質グースAs)

STEP8:表層用成型目地工及び導水管設置

STEP9:表層工(改質密粒度AsIII型-WF)

STEP10:誘発目地設置工

注記)
1.伸縮装置及び後打ちコンクリートとの境界には、
　端部処理として橋軸直角方向にも成形目地材を設置すること。
2.中央分離帯と車道の舗装打換え境界は、防護柵を撤去せずに
　施工可能な範囲とする。(ヒアリングにより150mmの離隔を設定)
3.ひび割れ誘発目地は主桁WEB直上の局部たわみ対策として設置する。
　本橋は幅員変化区間を有するが、主桁ウェブは直線配置であるため、
　配置の際には留意すること。
4.誘発目地の設置は表層舗設後にカッター切断を行い、設置を行う手順となる。
　目地材は表層内への設置とし、基層を傷つけることのないよう、
　舗装の出来形に応じてカッターの刃を調整したうえ施工すること。

STEP11:区画線工

STEP12:交通規制解除

第1径間北向き車線
L=109.565m/cos5°=110.0m

車道舗装修繕詳細図(その1)

1:400 2

第2径間北向き車線
L=125.000m/cos2.5°=125.1m

工 事 名

図 面 名

縮 尺

事業者名

路線名等

工事箇所

セロシールSS同等品

中央分離帯側打換境界図

誘発目地設置工 S=1:3

S=1:10

北向き車線 南向き車線

断面図

地覆 車道 車道 中央分離帯 地覆車道車道

S=1:100

2.0% 2.0%

北向き内側車線
舗装打換え範囲

北向き外側車線
舗装打換え範囲

南向き内側車線
舗装打換え範囲

南向き外側車線
舗装打換え範囲

セロシールSS同等品

基層:改質グースAs

表層:改質密粒度As(III型-WF)

断面図

Ｒ８徳土　徳島環状線（末広大橋）
徳・昭和　舗装修繕工事（１）

3

令和８年度

徳島市昭和町（末広大橋）（第１分割）

徳島県徳島整備事務所

年 　 度

【実施設計図面】
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起点側～支間中央

750
2300

13800 13800 13800 13850 14400 14400 14400 12300 14300 14400 14400 13500 13800 13800 13450 13950 9600

75
360

109565

伸縮装置端部

109075 800
125

伸縮装置後打ちコン端部

9600 13950 13450 13800 13800 13500 14400 14400 14300 12300 14400 14400 14400 13850 13800 13800 13800 2300
750

ひびわれ誘発目地材(セロシールSS同等品) ひびわれ誘発目地材(セロシールSS同等品)

ひびわれ誘発目地材

6

3
0

3
0

3
0

6
0

210

支柱　　

アスファルト舗装天端

鋼床版

パイプ

舗装存置 舗装打換

150中央帯W=1750～3000
500 3750 3500 1750～3000 50037503500

17250～18500

15033503750 150 3350 3750

ひびわれ誘発目地材設置

5550 5550

11100

500 2575～3200

3075～3700

5002575～3200

3075～3700



/

徳島環状線

図面番号

工 事 名

図 面 名

縮 尺

事業者名

路線名等

工事箇所

※排水桝接続部(1箇所当たり)における導水管の配置延長の控除
　480-(172-150)=458mm/箇所

車道舗装修繕詳細図(その2) S=1:20

桁端部排水詳細図

注記)
1.特記なき材質は、全てSM400Aとする。
2.ナットは、全て弛み止めナットを使用すること。
3.※印の鋼材は、全て溶融亜鉛めっきとする。
　亜鉛の付着量は、JIS　H8641 HDZT77とする。
  但し、板厚3.2mm以上6mm未満の鋼材はHDZT63とし、
　ボルト・ナットおよび板厚3.2mm未満の鋼材はHDZT49とする。
4.本図面は、既存資料を基に現地計測やスケールアップ等にて
　図化したものである。必要に応じて再計測等を実施すること。

車道舗装修繕工:数量表

車道舗装修繕詳細図(その2)

1:20 3

5.0%

φ25(L=1750)

縦断勾配

φ25(L=1750) φ25(L=1750)

φ25(L=1750)

縦断勾配

横
断

勾
配

ST

AC

AC

新設材料(1箇所当り)

2 - SK1

支持金具

1 - 床版水抜きパイプ(鋼床版タイプ)

1 - フレキシブルチューブ φ25x1750(樹脂製)

ST

A-A断面 C-C断面

ST

平面図

側面図

B

B

ST

B-B断面

φ34.0x80 鋼管PF1個

5

床版水抜きパイプ詳細

製作数:4

(鋼床版タイプ)
S=1:10

2

部品名

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

1

2

5

寸法

φ34.0x35

φ42.7x70

備考

鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)キャップ付(2.3txφ60)

鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)

数量

1個

1個

1

(SUS304)

1

床板水抜き材料(鋼床版タイプ)

DECK貫通孔

支持金具詳細 S=1:10

製作数:8

SK1

2 - HTB M16x40(F8T)

1 - PL 70x6x140

1 - L 50x50x6x310(SS400)

1 - U.BOLT 呼び 20C(SS400)

1 - PL 50x6x110

2 - BN M12x35(2-W付)(SS400)

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

排水桝接続部 S=1:10

φ18孔(既設WEB)

(水抜孔設置)

(片側のみ)

(樹脂製)

Uボルト詳細 S=1:5

Uボルト 20C型

"a"部詳細 S=1:5

シール溶接

(樹脂製)

縦断勾配

排水パイプ

成型目地(基層用)

フレキシブルチューブ φ25

名称 規格 単位

m

m

m

数量

樹脂製

備考

m2 1658.9

スラブドレーン

517.2

組 1 鋼床版用TYPE-A(直管タイプ)φ60

532.9

アスファルト舗装面積 t=60mm

導水管 227.3ステンレス製φ12 m ドレイナーI型同等品

成型目地(表層用)

I型:5x30

L型:3x25x75

ロス率:10％

ロス率:10％

車道部

誘発目地工 m セロシールSS同等品235.1

1.75

幅6mm 深さ30mm

P31 P3
2

P3
4

P3
3

L=125.000m/cos2.5°-0.458x9=120.997m

表層L=109.565mx2/cos5°+(3.75+3.35)=227.07m
基層L=109.565mx2/cos5°=219.97m

表層L=125.000mx2/cos2.5°=250.2m
基層L=125.000mx2/cos2.5°=250.2m

表層L=109.075mx2/cos5°+(3.75+3.35)=226.08m
基層L=109.075mx2/cos5°=218.98m

表層L=109.565mx2/cos5°+(3.75+3.35)=227.07m
基層L=109.565mx2/cos5°=219.97m

表層L=250.000mx2/cos2.5°=500.48m
基層L=250.000mx2/cos2.5°=500.48m

表層L=109.075mx2/cos5°+(3.75+3.35)=226.08m
基層L=109.075mx2/cos5°=218.98m

※成型目地及び導水管の配置延長は、橋面の縦断勾配(2.5%～5.0%)を考慮している。

L=109.565m/cos5°-0.458x8=106.32m

L=109.565m/cos5°-0.458x8=106.32m L=250.000m/cos2.5°-0.458x18=241.99m

L=109.075m/cos5°-0.458x8=105.83m

L=109.075m/cos5°-0.458x8=105.83m

成型目地及び導水管配置図 S=1:2000

地覆

基層:改質グースAs

表層:改質密粒度As(III型-WF)

3x25x75

5x30

橋軸方向断面

橋軸直角方向断面

伸縮装置
(後打ちコン)

基層:改質グースAs

表層:改質密粒度As(III型-WF)

3x25x75

端部処理詳細図 S=1:3

3

Ｒ８徳土　徳島環状線（末広大橋）
徳・昭和　舗装修繕工事（１）

徳島市昭和町（末広大橋）（第１分割）

【実施設計図面】

令和８年度

徳島県徳島整備事務所
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導水管 第2径間北向き車線(排水桝N=18)

109565 250000 109075

成型目地 第1径間北向き車線 　 成型目地 第2径間北向き車線 　 成型目地 第3径間北向き車線 　

成型目地 第1径間南向き車線 　 成型目地 第2径間南向き車線 　 成型目地 第3径間南向き車線 　

導水管 第1径間北向き車線(排水桝N=8)

導水管 第1径間北向き車線(排水桝N=8) 導水管 第2径間北向き車線(排水桝N=18)

導水管 第3径間北向き車線(排水桝N=8)

導水管 第3径間北向き車線(排水桝N=8)

成型目地材(L型)

プライマー

成型目地材(I型)

プライマー

導水管　ドレイナーI型φ12

成型目地材(L型)

プライマー


